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【禁忌・禁止】 
1. 再使用禁止 

2. 再滅菌をしないこと。 

 

【形状･構造及び原理等】 

1. 本品は、コネクター及び軟質のチューブからなる吸引チューブ

セットである。 

2. 本品は、体内に留置した「ブレイクシリコンドレイン」と吸引

バッグである｢Ｊ－ＶＡＣサクションリザーバー｣に接続し、リ

ザーバーを作動させることにより、術後の創部の血液、破壊組

織、浸出液等の排液を体外に吸引除去する。 

3. 本品は、ポリ塩化ビニル（可塑剤：フタル酸ジ２－エチルヘキ

シル）を使用している。 

4. 本品は、術後の創部の血液、破壊組織、浸出液等の排液を体外

に吸引除去することを目的に使用される。 

 
＜構造図＞   

 

 

 

 

コネクター        メインチューブ 

  各部の名称及び材質 
名称 材質 

メインチューブ ポリ塩化ビニル 
コネクター ポリカーボネート 

 

【使用目的又は効果】 
本品は、体内留置排液用チューブと吸引・回収容器との接続に用い

る柔軟性のあるプラスチック製のチューブである。 

 

【使用方法等】 
1. 併用する機器 

｢ブレイクシリコンドレイン｣[認証番号：218ADBZX00039000] 

｢Ｊ－ＶＡＣサクションリザーバー｣ 

[届出番号：13B1X00204ME0009] 

 

2. 使用開始前 
(1) 本品のコネクターに「ブレイクシリコンドレイン」の接続時

には、汚染などが起こらないよう十分注意し接続すること。 

(2)  ｢ブレイクシリコンドレイン｣付属のアダプターを使用し、

本品と｢Ｊ－ＶＡＣサクションリザーバー｣を汚染などが起

こらないよう十分注意し接続すること。 

 

3. 使用開始  

吸引除去の準備が完了していることを確認後、使用を開始する。 

 

＜使用方法等に関連する使用上の注意＞ 

接続部が確実に接続されていることを確認すること。 

 

【使用上の注意】 

＜重要な基本的注意＞ 
1. 本品は、可塑剤であるフタル酸ジ２－エチルヘキシルが溶出す

るおそれがあるので、注意すること。 
2. 本品の使用にあたっては、「ブレイクシリコンドレイン」及び

｢Ｊ－ＶＡＣサクションリザーバー｣と一緒に使用すること。 
3. 使用中は本品の破損、接合部のゆるみについて、定期的に確認

すること。 
4. 本品のコネクター部に薬剤がかかるとひび割れが生じる危険

性がある。アルコール等の消毒剤、局所麻酔剤、脂肪乳剤等が

付着しないようにすること。1),2) 

5. 本品にひび割れが確認された場合は、直ちに新しい製品と交換

すること。 
6. チューブ等に鉗子を使用しないこと。 
7. 本品の上に他の器材を置いたり、足で踏んだりしないこと。排

液の吸引除去を妨げる恐れがある。 
 

【保管方法及び有効期間等】 

＜保管方法＞ 
水濡れに注意し、直射日光・紫外線・高温多湿を避けて、保存す

ること。 
 

＜有効期間＞ 
有効期間は自己認証（当社データ）による。 

使用期限は外箱表示参照のこと。 
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